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図１　ラット頚動脈小体の電気刺激
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そのメカニズムについては解明されていない点が
多い。頚動脈小体におけるシナプス可塑性の関与
が考えられるので、シナプスの神経活動検出に関
与する受容体であるグルタミン酸NMDA受容体
の発現が電気刺激によって誘導されるかどうかを
RT-PCR法で検討を進め、目的産物の増幅を確認
している。さらに、ラット頚動脈小体を効率的に
磁気刺激するための鉄心を素材とした微小コイル
電極も準備中である。これらの成果は、頚動脈小
体制御による新たな本態性高血圧治療法や予防法
の開発に寄与することが期待される。
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図２　電気刺激による血圧下降
